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Some notes on the slope failure in lwami district 

From the result of survey on the calamity 

by the heavy rain of Baiu front in July, 1983. 

Kiyoshi MlURA 

ABSTRACT 
The heavy rain accompanying Baiu front overtook lwami district of Shimane prefec-

ture in July 23th 1983. In this district, rain continuously began on the morning of 

the 20th and lasted until the morning of the 23th of July for a period of four days 

Heavy rainfall areas with greater than 650 mm of precipitation are found from Yasaka 

to Misumi areas. Maxirnum value was observed to have been 722 . 5 mm at Yasaka. A 

most remarkable heavy rainfall areas with greater than 60 mm of hourly precipitation 

was observed at Misumi from 5 a.m. to 6 a,m. and then shifted for Masuda frorn 6 

a.m. to 7 a.m. in 23th. Maximum value was observed to have been 91 mm for one hour 

from 6 a.m. to 7 a.m. at Masuda* 

Numerous slop collapses, which was triggered by a localized downpour at stated 

above, attacked lwami district from midnight to early morning of july 23th. These 

slope collapses let to frequent downvalley massmovements in thh form of mud and 

debris flows, flowed out from the valleys and spread out th valley plains and alluvial 

10wland, damaging croplands and settlements 

In this paper, the writer will to explain about these slope disasters from geomor-

phological and geological view points. 
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　浜田㈹，三隅（B），益田（C）における1時間雨量

変化（7月22日21時から23日13時まで）

清 19

3．斜面崩壊の素因としての石見西部の

　地形的特徴と斜面崩壊発生の位置

図一3．

石見地方西部では図一4に示すように300m以下に広

く小起伏平坦面が分布する。またこれとは別に弥栄方面

には300～500mの小起伏平坦面が識別される。このよ

うなことは図一5の接峰面図においても明らかである。

接峰面図における300～100m（低位の限界はそれ以下の

こともある）の小起伏平坦面は都野津面と呼ばれ，山陽

栄，三隅，益田地域に集中豪雨の形をもって降ったこと

と，しかもこの地域に長時間にわたって居坐ったことで

このような降雨パタンが史上稀れにみるような斜面崩壊

多発の誘因となったと言えよう。
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図一5．島根県西部の接峰面図

側における瀬戸内面と対応させて考えられている。この

而は洪積世初頭の都野津層を切って形成されているので

その生成の時期は少なくとも洪積世以後のことである。

三隅から益F日南方にかけて接峰面図の300～500mに一

つの小起伏平坦面が識別されるし，さらに弥栄方面には

500～700mの小担伏平坦面が識別される。この二つの面

は呪らかに都野津面とは性格を異にする。前者が世羅台

地面が，後者が狭義の吉備筒原面に対応する。

　脊稜山地の山頂部には，これらの平坦面とは全く異な

る平坦面が残存している。例えば恐羅漢（ユ，346m），大

佐山（1，069m）などにみる平坦面遺物がそれである。

　さて，図一1，2の雨量分布図をこの接峰面図に重ね

てみると斜面崩壊を多発した降雨はまさに都野津面，世

羅台地而，吉備高原面上に降ったことになる。この事は

後述する風化とあわせて斜面崩壊発生にとって極めて重

要な意味をもつ。

　図一6A，Bは図一4に示されるAおよびB区画に相当

する地域の斜面崩壊分布図である。A図では奥部で300

mから日本海沿いで80m附近に顕著な小起伏平坦面

が残存し，B図では200mからほぼ300m附近に小起伏

平坦面を認めることが出来る。三郡変成岩類の風化面上

に形成された都野津面に相当する平坦面で，斜面崩壊の

多くが平坦面直下の谷頭部において，いわゆる谷頭侵食

の形をとって発生し，しかもやや円孤状のすべり面をも

って崩壊した。図一6C，D，Eは，図一4のC，D，E

に対応する区画の斜面崩壊分布図である。この区域の地

質は三郡変成岩類に対して突山した，いわゆるモナドノ

ツク的地形を示す特徴があって，世羅台地面や吉備高原

面に対応する平坦面を山頂の一部に残している。岩石は

後述するように，古第三紀の石英安山岩，安山岩やそれ

らの火山砕屑岩（図一6C），石英閃緑岩，閃緑岩，花商

閃緑岩（図一6C，6D），後期中生代流紋岩質溶結凝灰

岩（図一6E）からなり，三郡変成岩類に対して新鮮な

ものでは硬質の岩石である。このような世羅台地面や吉

備■笥原面に相当する山頂部あるいはそれに近い斜面上に

は赤色風化帯が厚く残存し，崩壊はこの風化帯の中で発

生し，多くの場合，風化の不連続面上において崩壊して

いる。結果としてそれが地形的遷移点にほぼ一致し，そ

のような位置に崩壊が集中している。形式から言えはこ

れも都野津面を谷頭侵食をもって崩壊する前述のものと

全く同じようなものであるが，崩壊の規模はデ般に大き1・一

いものが多い。

　今回の場合における斜面崩壊の型にも細かく一分類すれ

ばいろいろあるが，特に多いのが前述のように平坦面の

直下にあってこれを谷頭侵食の形をとって崩壊するもの

で結果としては図一7Cのような型をとっている。平坦

面上には厚い風化帯が残存するので崩壊面は基盤岩その

ものに大きく食いこんだ円孤型となる。勿論，図一7A，

Bのように，表土と基盤岩の境に崩壊面のあるような表

層渦落型崩壊やその滑動の過程で基盤岩を引きつり込ん

だような形をとるものもあったが，全体としては少なか

った。
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　以上のように，石見豪雨に伴う斜面崩壊はこの地域に

顕著に発達する数段の平坦面と深くかかわっており一，明

らかにそれも崩壊の索因の一つになったとみられるが，

その果す役割りが降水の地下への湊透機能を増大せしめ

ることと関係があるものとみられる。しかしながら一般

には平坦面上を厚い風化帯がおおっているので，この事

実と相まって考慮されねばならないのは当然である。

　図一8Aは多数の死者を出した浜田市中場地区の崩壊

発生点とそれをめぐる地形図である。また図一8Bはそ

の模式断面図である。図一8Cは崩壊地の岩石に関する

X線回折図で，A，Bは崩壊母体をなす片状砂岩のそれ

である。この図で示すように岩石は絹雲母緑泥石片状砂

岩で風化鉱物は全くと言ってよいほど生成されず，岩片

そのものは極めて硬質である。ただ著しく片理面が発達

し，それに沿う亀裂の存在には見逃がせないものがあ

る。またDは模式図に示す4の閃緑岩のX線回折図で強

く緑泥石化を受け，またその中の微細な割目にはEに示

図一8．A　浜田市中場の崩壊地点と周辺の地形

　　（a地点が中場地区の崩壊地点）

■RT

図一6．E　後期中生代溶結性凝灰岩からなる地帯の

　斜面崩壊

　　　　　　A心£穿B篶、苧

■へ准ノ㌻
峨∵紬滋ζ1二二f
図一7．斜面崩壊の型（s：土壌層，W：風化岩

　f：新鮮な岩石）

　　　　　　　　　　、考き汐

　　　　　　　　　り～
　　　　　　　　　・｛、

　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　3　　6
　　　　　　44
　　　　　　φ　　　　　6　　　　　　S
　　　　、洲“＼．．

　　　・タ．．ε1

　　多、μw・
　　、派二・グX’・W・
　　　　ン1・

X∵．

　図一8．B　中場地区崩壊模式断面

　　　RT：現世の表土，AT：古崖錐堆積物

　　　S：砂質片岩，D：閃緑岩
　　　番号は本文中を参照
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図｛0．三隅町鞍掛における三隅閃緑岩のX線回折図
　（図一6Dのa点）A：3．21　B：ユO．21　C：ユO．59

　D：位置的にEとほぼ同じ　E：23．27　F：36．65

　G：位置的にほぼFと同じであるがやや熱水的変質

　を受ける。H：新鮮な岩石であるがやや緑泥石化を

　受ける。（数字はA．D．F．値）K1カオリン　h：

　角閃岩　Ch：緑泥石　b：黒雲母　v：バーミキ
　ュライト

によれば滑落崖をなす岩石のA，D，Fが20以下で，

Na・O，CaOが殆んどないことは斜長石の分解を示し，

MgOやまた‘CaOが殆んどないことは一方で角閃石の

分解を示していることにもなる。A1．O。やH．Oの増加

は当然カオリンの増加を反映する。

　この例のように，この地域において都野津面上にモナ

ドノック的地形でもって突出する世羅台地面や吉備高原

面相当面にかかわる岩石の風化帯は一般に厚く，分解も

進んでいる。

　すべり面が単に風化の不連続的傾向を示す上の例はご

く一般に見られるが，それが岩石の構造とかかわるよう

な場合も現実の問題として存在する。例えば図一6Cの

a点に示す地点では国道9号線に面してそれに大きい被

害を与えるような大崩壊を発生したが，これは岩石にも

ともと発達していた熱水性粘土脈をすべり面の底部とし

たものでその断面模式図は図一ユ2のようなものである。

このような場合には必ずしも岩石が強く粘土化する必要

もないようにみえる。

　図一6Cのb地点の崩壊は古第三紀の安山岩風化帯に

Wf一％，凪

1・固陶C匿
　　　　　　　。　ド
　5　　　　　　　　　㊥

21　喝　⑧　。
1巨一的、⑤

1巨．

H。◎　　黎

K2◎　　　⑧

Na20

CaO

⑤

③

　　　o9　8　　⑧6　　　　　　⑧　　⑧

3

3　　　　　　③　　⑧
1　　♂

22⑧
　　　的　　　　　　③18　　　　　⑧

60
55③φ　③　⑧

屯、③⑤　。。0

Fe203　。
　　　　　　③

FeO

A1203　。
　　　　　　③S102

図一11一三隅町鞍掛における三隅閃緑岩の風化状態

　（図一6Dのa点）

横軸は新鮮な岩石（・）における（F豊基篭娼

羊搬MgO）で風化岩（・）のそれを徐して1・・倍

した値を示したものでA．D．F．2）と呼ぷ。A，B，

C，E，F，Hは図一10の記号と同じ。

x

x
x．・

　　　　　　1∴1鈴二

　　　2　　　．’・’’’

　　　せ・ll∵：二∵

〉．1．泌∵

　　　　“

図一12．三隅町岡見花崩閃緑岩の崩壊地点

　　SV：粘土脈



三　　浦

発生した崩壊で，地形的には世羅台地面相当面が山頂部

に残こる斜面上の崩壊である。図一13はこのような滑落

崖における試料のX線回折図である。すべり面は少なく

とも地表下4m以深にあり，それより上部では赤色粘土

化が著しい。すべり面下における斜長石は残留するが，

それより上部では消失している。図一10の例と同様，斜

長石の風化分解の意味は岩石物性に対して大きく影響を

及ぼすものらしくみえる。

〃
A

1
’

　　　　　　　　　　　　　　　C

一

一

1

1

一

2

6
1F

1 l　l
　　　　　　G

1　　　　　　H

』

1

2θC　　d　25　　20　　15　　10　　5

図一13．益田市大浜における古第三紀安山岩X線回
　　折図（91502）一

　　A：表土下O．5メートルB：ユメートルC：
　　ユ．5メートルD：2メートルE：2．5メート

　　ルF：3メートルG：4メートルH：10
　　メートノレ（風化核のマトリックス部）I：10メ

　　ートル（核岩部）J：新鮮岩

清 25

　以上の例は世羅台地面や吉備高原面に相当する小起伏

平坦面を山頂部に残こす斜面の崩壊例であるが，このよ

うな地形的位置をもつ斜面ではいずれも風化が進んでお

り，かつ風化帯が厚い。三浦（1973）はかつてこのよう

な風化帯は少なくとも洪積世初頭乃至鮮新世末と云われ

る都野津層に切られていることから，少なくとも第三紀

末以前に形成されていたことを指摘した。日本における

大規模な風化帯の形成時期は第三紀時代にさかのぼり，

逆に第四紀はこれを侵食する地史的過程が強調されねば

ならない。勿論，第四紀以降における風化作用そのもの

を否定するつもりはないが，それは第三紀のそれに比し

てごく微弱なものであった。

　図一ユ4は益田市の高津川下流の地質を示す。都野津層

は三郡変成岩類の風化帯を削るように堆積しているがな

おその風化帯を残こしている。地形的には典型的な都野

津面を形成し，山頂部は広く平坦面が発達する。このよ

うな地域での崩壊は都野津層直下の風化した三郡変成岩

類に多発した。山麓には集落も発達し，その為に被害も

大きかった。図一15はこのような崩壊地の滑落崖の風化

状況を示すX線回折図である。崩壊に伴うすべり面はこ

の図のDとEのほぼ中間にあるが，風化に対して一般に

は強いセリサイトでさえも，かなり分解していることが

わかる。この事はK．Oの溶脱ともかかわって図一16に示

される。都野津層はもともと第三紀末に形成されたであ

ろう厚い風化帯を侵食しながら堆積したもので，その際

になお風化帯を残留したまま堆積した結果がこのような

資料を与えている。しかし，都野津層そのものにもクサ

；。肇鐸。。

　　　　口1

　　　　国・

　　　　醤：

譲．1紅㈲

　　　　　j’一0　　　　　　2

鮫4圭㎞
図一14．益田附近地質図

　　1：沖積層　2：都野津層　3：新第三紀堆積

　　岩類　4：三郡変成岩類
　　R．T．高津川　R．M：益田川
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図一15　．益田附近の都野津層下における泥質片岩の

　　X線回折図（91105A）

　　A：土壌層下O．5メートル　B：O．7メートノレ

　　C：ユ．Oメートル　D：1．5メートル　E：2．5

　　メートル　F：この附近の新鮮な泥質片岩であ
　　るが，やや砂質

De則m
　q5
　0．7

　1．0

1．5

2P

弐O

A1203／K20

●　　　　　」L

朋OCK⑧E
　｛

3．5

o」L。一〇

1

図一16．益田附近の都野津層下における泥質片岩の

　　試料採取点の断面上の深さとA1203／K20の変
　　化（91105A）

　　A，B，CDの記号は図一15と同じ。

k S

A

C

G

v　H

2θCu　　25　　20　　15　　10　　5

図一17．三隅附近（図一6Aのa点）の泥質片岩のX
　　線回折図

　　A：土壌下O．3m　B1〃1．Om　C：〃2．Om
　　D：〃3．Oエn　E：〃4．Om　F：〃5．Om

　　G：〃13．Om　H：〃15．Omの厚さ3mの閃緑
　　岩々脈　I：土壌下40m　J：この附近の新鮮

　　な岩石　S：セリサイトCh：緑泥石V：バ
　　ーミキュライト　K：カオリン

リ礫化が進んでいるものがあり，このような事実からす

ると都野津層堆積後の風化も重っていると解釈されるか

もしれない。

　同じ都野津面を形成している三郡変成岩そのものの山

頂部にも広く風化帯が発達し，赤色風化帯を残こしてい

るところも少なくない。このような地域における崩壊地

の滑落崖の風化状況の一例を図一17に示す。これは図一

6Aのa地点に相当する。すべり面はほぼEで示される

ように土壌下およそ4m附近にある。斜長石の分解，バ

一ミキュライト，緑泥石の消失，カオリンの多量の出現

などそれなりの変化のみられる層準である。しかし，図

一15，に示す益田地域の例ほど風化が進んでいないし，

また，図一ユ8にみ呑化学的変化も図一16の例ほど進んでい

ない。これはもともと厚い風化帯をどれほど侵食して削

り込み，結果的に都野津面を出現したかと云うこととか

かわっている。都野津層におおわれない三郡変成岩類の

都野津面の山頂部は，ほぽこの程度の風化帯とみること

が出来よう。
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